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ことができなかった。一旦止まって景色を見回すとか
じゃなくて常に進み続けなければならない。じっくり
考えるって至難の業だった。学校では自分で学んだこ
とをすぐに実践として生かせるよさがあるけど，研究
所は自分を振り返ってとことん学び直せて，その学び
をじっくり溜め込めるっていうのがよさだよね。
小川：「動く歩道」に乗っていたらずーっと流されてい
たけど，研究所に来て一旦動く歩道を降りたら，今ま
での景色がどんなだったかを振り返って見ることがで
きましたね。自分は学校しか知らなくて，自分の受け
てきた教育を生徒たちにもやってきたんだけど，活動
一つ一つの意味とか深く考えずにやってきて。それで
もここまでなんとかやってこられた。でも，今までの
延長線上でやったら，子どもたちも自分と同じように
考えない人たちになってしまうような気がして…。世
の中が大きく変化してきて，子どもたちの未来は私た
ちが経験したことのない社会になるんだろうなと考え
てみると，僕が変わらないとい
けないって思ったんです。子ど
もたちには自分で考えて歩いて
いける経験をたくさん積んで，
学校を卒業して欲しくて。自分
は考えずに，踏襲するだけで歩
んでいたってことに気づけな
かったから…。研究所に来てそ
こに疑問を感じることができ
た。そういうことすら考えてこ
なかったから。こうやって考え
ると大きな転換点だった。180
度考え方が変わったもの。
福島：一旦「動く歩道」を降りるってことは，「自分を
問う」ってことだよね。自分自身や今までの当たり前
を一回問うってこと。問いを投げかける。あの景色っ
てどんなだったっけ？って。それが私たちにとっては
研究所で学ぶことだったのかもしれないね。
小川：僕は研究所に来るまで，この「動く歩道」の「乗
りこなし方」を教わるんだと思っていたんです。うま
く，巧みに乗りこなす技，スキルを身につけるために
来たのだと。だから，基本的にこの「歩道」自体は変
わらない。「乗りこなし方」だけの話だと思っていま
した。でも，研究所に来てみたら，そもそもこの「歩

黒岩：私は研究所に来なければ，
触れることのなかったかもしれ
ない長野県の教育の歴史を学ん
で刺激をもらいました。正直，
今まで教育というものをしっか
り考えたことがなかったけど，
教師としてそこに居るとはどう
いうことか？とか。新たな世界
に触れることができてよかった
です。
福島：そうそう，私たちは教師として知らないことが多
すぎたよね。現行の学習指導要領も何か新しいことが
出てきたのかと思っていたら，実は過去の先生方の積
み重ねによって50年も100年も前から大事だと言われ
ていたことが，ようやく認知されて世の中に出てきた
ことを知って本当に驚いたよね。
赤羽：僕は教科や学校を中心で考えがちだったんです。
美術の楽しさ，面白さ，難しさを超えたところにある
喜びを伝えたいと思ったけど，それは大事なことの中
のほんの一部であって。やっぱり，人間って何だろ
う？とか，人が成長していくって何だろう？とか，発
達していくって何？とか。世の中は大きく変わってい
くけど，私たちはどういうふうに変わっていけばいい
んだろう？とかってことを考えなければいけないなっ
て今は思います。学習指導要領も研究所で学んでから
読んでみると，また読み方が変わりました。
小野：今まで自分は学校っていう枠の中だけで考えてい
たんだけど，自分の頭で，教育って何？学ぶって
何？って考えていたというよりは，学校という社会や
仕組みの中で，今までのやり方を踏襲して何となく
やっていた部分が多かったんです。でも，研究所に来
て教育の世界だけじゃなく，広い世界を見聞きしてい
く中で「教育の世界に身を置く者として，あなたは自
分の頭で考えなきゃいけないよ」と思わされたのが一
番大きいかな。自分では考えてやってきたつもりだっ
たけど，実は「動く歩道（コンベア）」にちょこっと
乗っかって，その流れに身を任せていただけだったの
かなって。
福島：確かに私は学校にいる時には，一旦止まるという
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道」が本当に正しいのかってことで「乗りこなし方」
とかはどうでもよくって…。
小野：わかりやすい（笑）
小川：4月に来た時には，うまく乗れるようになろう。
だって今までに「動く歩道」の上で何度も転んでいる
から。僕には何が足りなかったんだろうって。でも，
そもそも「歩道」そのものが違うんじゃないかって…
やっぱり根底だと思う。「乗りこなし方」っていう
「方法」じゃない世界。
伊藤：それは降りなきゃ分からなかった。
小川：そう。なぜなら降りなければずっと乗っているか
ら「乗りこなし方」を考えちゃう。
福島：4月に小川さんは「自分をリニューアルした
い」って言っていたけど，それは「乗りこなし方」を
教えてもらうんだって考えていたんだね。
小川：そう。転んでもいいようにヘルメットを被ると
か，自分に足りないパーツを見つけるとか。生徒を指
導するコツや能力を身につけるんだと思っていた。
黒岩：私はそもそも「動く歩道」に乗っていても，気に
なる花が咲いていたら，自分から降りて見に行っちゃ
うタイプだから，大体みんなが乗っている「歩道」か
ら遅れちゃうんですよね。でも，時には降りるってこ
とも大事なんじゃないですか？
小川：これまでは子どもたちを何とか「歩道」に乗せ
て，寄り道しないことばかり意識してた。今はこの
「歩道」から降りて一回立ち止まってみて，子どもと
一緒に花を見にいってもいいかなって思う。これまで
はその「乗っている動く歩道」を疑うことすらなかっ
たから。
小野：自分はこれまで「学校で乗るべきとされる歩道」
になんとなく違和感をおぼえて，別の「歩道」を見つ
けたんです。それが生活科・総合だったんです。周り
にいた多くの実践家の先生方は，時に苦しみながらも，
しっかりと地に足をつけて，子どもたちと一緒に自分
の道を自分の足で歩いている先生方ばかりでした。で
も，初めての実践に不安を抱い
ていた自分は，ここでも数々の
素晴らしい実践をなぞろうとし
てしまいました。でも，それっ
て全然違っていて，なぞった実
践をしている自分は，自分の頭
で考えていないし，まさに「動
く歩道」に乗っかって，自分の
足で歩いていないんだっていう
ことに気が付きました。
福島：「動く歩道」に乗っている人と，そのすぐ横を自
分の足で歩く人って，一見自分と同じ景色を見ている
ように見えるけど，自分の足で歩いている人たちは，
自分の意思で一旦止まることができるよね。「動く歩
道」に乗ってしまうと流れに身を任せて進むだけ。見

ている景色が同じに感じるか
ら，同じことを考え同じように
やれていると思っているけど，
実は自分は流れに乗っていただ
けで，本当の意味で自分の頭で
考えてはいなかった。見えてい
る景色も実は違った。自分で歩
いている人たちは，何かあった
時に自分で立ち止まり，自分を
見返し，自分で考え発見し，次
の歩み方を考えることができ
る。私たちは研究所に来て，そのための機会をいただ
いた気がするね。

研究所での学び
～「仲間」って～

伊藤：私は今までの
経験や感覚でやって
きたことが多くて，
自分のやってきたこ

とを言語化するのが苦手なんです。自分の実践を振り
返ってまとめる時に，これってどういうこと？って毎
回迷う。今年はとにかく辞書を引くことが増えたけ
ど，研究所に来て本当の意味で自分のものにしていく
ためには，言葉にしていくってことが必要なんだなっ
て気づきました。言語化されると自分の中に入ってき
て自分のものになっていくんだなって。書いてきたレ
ポートを後になって読み返してみると，そうだ，自
分ってこうだったよなって改めて自分を振り返れて，
自分の血となり肉となるような感じです。研究所に来
てよかったなって思います。
小川：文字だけじゃなく，こうやって喋っているのも言
語化じゃないですか。研究所の仲間からレポートに対
して，ここはどうなの？それはこうなんじゃない？と
か言ってもらって，聴いて，振り返って，変わってい
くっていうのも大きいんじゃないかな。
黒岩：やっぱり，一人じゃできないですよねぇ。一人
じゃなくて，これだけの人数がいて，それぞれにこれ
までの歩みがあって。それで研究所っていう交差点に
差し掛かったときに，見返すチャンスがあったから学
びを実感できていますけど，これ一人だったらどうで
すか？もし「動く歩道」を降りられたとしても，結局
一人でずっと歩いてきた世界しかないから，それだけ
じゃ「歩道」を降りたことのよさには気付けないと思
うんです。「一人じゃない」っていうのが研究所での
学びのよさだと思います。所長，特任所員，部長から
も多くを学べる。いろんな先生たちの授業を参観する
機会も希望次第でいただける。同僚の先生に迷惑をか
ける心配もないんですよね。
福島：確かにそう。一人で止まって降りてみたところ
で，景色を見返してみても，結局その景色を自分だけ
の価値観で見ているわけだから。学校って，先生と子
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違いなくいい学校だ」っておっしゃっていて。そうい
う場をつくることも大事なんだけど，自分がそこにい
ると自然とそういう場ができる雰囲気みたいなものを
つくりたいと思います。
小川：自分の分身ができるような感覚になれるって，時
間がすごく影響していると思うんです。それがただで
さえ忙しい現場でそういう関係になっていくって難し
いと思うんですよね。でも，実習先で出会った先生
が，僕が授業や教材研究を楽しそうに自分なりに熱を
もってやっていたら，自然と「自分もやってみたいで
す」っておっしゃってくれたんです。何か相手を変え
ようとかしたわけじゃなかったんですけど。それはす
ごく嬉しかったです。
赤羽：僕は，先生たちって子どもの姿を通して繋がる関
係なのかなって思うんです。だから僕は，子どもたち
にまず向かっていって，素敵な姿，芽をできるだけた
くさん見つけて，それを同僚の先生と分かち合ってい
くことが，自分たちに一番できることなんじゃないか
なと思います。
黒岩：そこだけは絶対に先生たちって，揃っていますも
んね。「子どもの素敵な姿」を見たいっていうのは，
絶対先生たち全員にあることだから。
福島：その中で，先生たち自身もお互いをもっと知り
合っていくってこともすごく大事なんだろうな。私た
ちは子どものことをもっと知りたいのと同じように，
先生たちもお互いのことを知っていくことで，一緒に
子どもたちの成長を願う「仲間」になっていけるん
じゃないかな。私たちも4月に，研究所に来るまでの
歩みを語り合ったことで，お互いに寄り添う土台がで
きたと思うんだよね。分身になれる土台。
伊藤：私はお互いが自分の弱みを見せられるっていうこと
も大事だと思ってて。同僚の中でダメな自分，弱い自分
をさらけ出せるって大事だと思うんです。私が実習で出
会った相談室の子たちに対して，教師としての自分や
「こうあらねば」とか「こうすべき」を取っ払って，
「伊藤葉子」として自然
にかかわることで相手が
安心してかかわってきて
くれることに気づいたん
です。先生たちともそう
いう「仲間」でありたい
なって思いました。
黒岩：研究所に来て，自分たちが感じた「よかったな」
という感覚を学校でも感じていけるように，自分に何
ができるかを考えていきたいですよね。
福島：でも，あんまり張り切りすぎず，自然体でね
（笑）。対話ってやっぱりいいね。座談会，ために
なったね～。

どもが密接な関係になるじゃない？それにある意味教
室って閉じられた空間だから，そうなると結果的に教
師の価値観が強く出ちゃうんだよね。だから自分の成
長には今までと違う価値観が入ってくるってことが圧
倒的に必要だと自分は思っていて。そうなった時に，
これだけ違う価値観に毎日触れられて，しかも時間的
にもゆとりをもって学べるって，研究所ならではかも
しれないね。
赤羽：研究所ならではと言えば，やっぱり「仲間」だ
なって思っています。「仲間」って言っても，今まで
の僕の「仲間観」と違うなって思ったんですよ。出
会ったばかりの頃は，お互いのレポートを読み合うと
きも，自分の尺度で同感的な感じで読んでいた。
一同：そうそう。「わかる，わかる」ってね。（笑）
赤羽：それって悪いことじゃない
んだけど，段々と自分の分身が
いっぱいいる感覚になってきた
んです。自分の分身が他に五人
いて，自分のレポートを読んで
くれている感覚です。相手の感
覚や考え方に想いを寄せて，お
互いのことを考えられる仲間に
なってきていて。それは佐伯所
長がおっしゃっていた「その人
になってみる」っていうことが
研究員の中で起きてきたんじゃ
ないかなと思ったんです。自分
の尺度を一旦捨ててね。だから，指摘された時にも，
嫌な気持ちが一切しなくて，「よくぞ言ってくれまし
た！」ってありがたい気持ちが何度もしたんですよ
ね。
小野：赤羽さん，何度も「そうなんすよ。そこ悩んでた
んです ! ありがとうございます」って言ってたもん
ね。（笑）
赤羽：「仲間」といてこんな感覚にもなれるんだなって
いうのも，研究所に来て学べたことで，とても大き
かったなって思います。
福島：それぞれ学校現場に戻ってもそういう「仲間」に
なっていけたらいいよね。

これからの私たちが
大切にしたいこと

小野：本当は現場も
こういう「対話」の
機会がもっとあれば
いいんですよね。何

で今まで自分は，こういう「対話」をしてこなかった
んだろうって思うけど，現場に戻ったらまず自分から
大切にしたいなって思うんだよね。
赤羽：先日の苫野一徳先生のアフタヌーンセミナーで
「先生たちが対話の機会を大事にしている学校は，間
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